
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
の
風
景

（ ）13

－
－

海
を
渡
っ
た
燈
籠
た
ち
（
下
）

い
ま
で
も
行
っ
て
み
れ
ば
、
眼
の
あ
た
り
分
か
る
通
り
、
幕
末
か
ら
維
新
当
時
に
か
け

て
増
上
寺
の
境
内
や
数
あ
る
徳
川
霊
廟
の
境
内
は
、
匡
賊
に
類
し
た
武
士
や
贋
武
士
の

た
め
に
、
惨
々
な
掠
奪
を
蒙
っ
て
い
る
。
諸
侯
が
寄
進
し
た
青
銅
の
灯
篭
を
足
か
ら
持

っ
て
行
っ
た
の
も
あ
り
、
宝
珠
を
片
っ
端
か
ら
盗
み
去
っ
た
の
も
あ
る
。
甚
だ
し
い
の

に
な
る
と
、
銅
で
葺
い
た
内
塀
の
屋
根
を
、
長
々
と
剥
ぎ
去
っ
た
の
さ
え
あ
る
。
灯
篭

を
運
び
去
っ
た
の
は
幕
府
の
大
筒
を
鋳
る
原
料
に
す
る
の
だ
と
豪
語
し
た
と
言
う
し
、

銅
の
屋
根
を
剥
ぎ
去
っ
た
の
は
、
尊
王
方
の
軍
費
に
資
す
る
の
だ
、
と
台
詞
を
残
し
て

逃
げ
た
と
言
う
が
、
こ
れ
を
後
に
な
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
悉
く
幕
府
に
捧
げ

た
の
で
も
な
く
、
尊
王
に
資
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
薄
禄
に
食
う
に
困

っ
た
ご
家
人
や
浪
人
が
、
騒
乱
の
ど
さ
く
さ
紛
れ
に
寺
内
へ
忍
び
込
ん
で
手
近
な
も
の

を
担
ぎ
出
し
、
古
物
屋
へ
売
り
飛
ば
し
た
の
や
、
小
盗
の
類
が
贋
武
士
と
な
っ
て
や
っ

て
き
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。

佐
藤
垢
石
『
増
上
寺
物
語
』

佐
藤
垢
石(
～

)

は
、
新
聞
記
者

1888
1956

を
経
て
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
釣
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
戦
前
、
戦
後
活
躍
し
た
人
で
あ
る
。

こ
の
『
増
上
寺
物
語
』
は
勿
論
垢
石
の
直
接
の

見
聞
で
は
無
く
、
増
上
寺
別
当
寺
の
瑞
蓮
寺
住

職
絲
山
氏
か
ら
の
聞
き
書
き
で
あ
る
と
い
う
。

維
新
の
混
乱
に
紛
れ
て
増
上
寺
を
始
め
多
く

の
寺
宝
が
盗
難
に
遭
い
、
つ
い
で
文
化
財
と
し

て
の
価
値
も
見
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
見
出
し
て
い
た
の

は
シ
ー
ボ
ル
ト
等
の
博
物
学
者
、
今
日
で
言
う

民
俗
学
の
目
的
を
以
て
資
料
採
集
を
行
っ
た
人

達
で
あ
り
、
次
い
で
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
流
れ
を

承
け
て
一
攫
千
金
の
古
物
収
集
に
走
っ
た
人
達

が
居
り
、
廃
仏
毀
釈
の
流
れ
が
そ
の
動
き
を
後

押
し
し
ま
し
た
。

写
真

は

(

フ
ラ
ン
ス
国
立

M
usée

G
uim

et

1

写真１ ギメ東洋美術館の銅燈籠

ギ
メ
東
洋
美
術
館)

の
収
蔵
品
を

紹
介
し
た
戦
前
の
絵
葉
書
で
す
。

絵
葉
書
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は

PA
R

IS.-M
usée

G
uim

et.-L
es

Peintures
du

Tem
ple

de
Shiba

(
)

と
有
り
ま
す
。
増

Japon
.-N

D

上
寺
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
絵
画
を

中
心
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

が
、
左
側
の
二
基
の
銅
燈
籠
が
気

に
な
り
ま
す
。
笠
に
は
葵
の
紋
が
見
え
ま
す
が
、
多
少
小
振
り
で
す
。
ギ
メ
東
洋
美
術
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
、
残
念
な
が
ら
こ
の
銅
燈
籠
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
西
村
曜
子
先
生
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
カ
イ

カ
ッ
ト(

)

に
在
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
邸
に
置
か
れ
て
い
る
銅
燈
籠
の
写
真
も
送
っ

K
ykuit

て
頂
き
ま
し
た
。
竿
に
絡
み
つ
く
よ
う
に
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
龍
の
姿
か
ら
江
戸
城
紅

葉
山
霊
廟
に
在
っ
た
燈
籠
と
思
わ
れ
ま
す
。
記
念
と
し
て
贈
ら
れ
た
物
、
古
物
商
を
通
し

て
買
い
取
ら
れ
た
物
。
こ
ん
な
風
に
多
く
の
燈
籠
が
海
を
渡
っ
て
行
き
ま
し
た
。

１
．
ミ
ラ
ノ
の
清
揚
院
銅
燈
籠

写
真

は
ミ
ラ
ノ
在
住
の
今
井
め
ぐ
み
様

3

か
ら
最
初
に
お
送
り
頂
い
た
燈
籠
の
写
真
で

す
。
今
井
様
か
ら
は
沢
山
の
写
真
を
頂
き
ま

し
た
が
、
写
真

は
ミ
ラ
ノ
の
古
物
商
に
有

4

っ
た
時
の
写
真
で
す
。

今
井
様
が
こ
の
燈
籠
に
出
会
っ
た
い
き
さ

つ
は
頂
い
た
お
手
紙
の
中
に
要
領
よ
く
纏
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
許
し
を
頂
い
て
掲

載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

、

、

、

実
は

こ
の
灯
篭

古
道
具
屋
さ
ん
が

ゴ
ミ
の
山
か
ら
㎏
で
買
っ
た
も
の
の
中
に

あ
っ
て
、
友
達
経
由
で
日
本
人
な
ら
値
打

ち
が
分
か
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
、
わ

た
し
に
買
わ
な
い
か
と
持
ち
か
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
の

写真 の日本庭園前の銅燈籠3 CRESPI BONSAI
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で
、
ク
レ
ス
ピ
の
社
長
に
引
き
取
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

盆
栽
美
術
館
の
日
本
庭
園
の
中
に

置
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
灯
篭
も
本

望
だ
と
思
い
ま
す
。
一
部
損
傷
し
て

い
た
部
分
を
直
し
て
あ
り
ま
す
。
緑

青
も
修
復
過
程
で
お
化
粧
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
修
復
に
は
１
年
ほ
ど
か
か

り
ま
し
た
。

ク
レ
ス
ピ
の
盆
栽
社(

)

は
ミ
ラ
ノ
の
パ
ラ
ヴ
ィ
ア
ー
ゴ

CRESPI
BO

N
SA

I
(

)

と
い
う
町
に
あ
る
盆
栽
販
売
店
で
す
が
、
販
売
店
と
言
う
よ
り
は
日
本
か
ら

Parabiago

盆
栽
を
仕
入
れ
、
育
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
盆
栽
の
魅
力
を
拡
め
伝
え
て
い
る
文
化
セ
ン
タ

ー
の
様
な
会
社
で
す
。
ル
イ
ー
ジ
・
ク
レ
ス
ピ
氏
が

創
業
し
、
今
で
は
日
本
庭
園
を
持
ち
盆
栽
博
物
館
や

盆
栽
大
学
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
本
庭
園
に

置
か
れ
て
い
る
の
が
清
揚
院
の
銅
燈
籠
二
基
で
す
。

貴
重
な
資
料
で
す
の
で
写
真

～

に
銘
文
の
写

5

8

真
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。
銘
文
は
左
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

奉
獻

銅
燈
籠

兩
基

武
州
增
上
寺

寶
永
七
年
庚
寅

九
月
十
四
日

写真 古物商当時と今井様4

写真 銅燈籠上竿刻銘5

写真 銅燈籠上竿刻銘6

加
賀
能
登
越
中
三
國
主

従
三
位
菅
原
朝
臣
綱
紀

鑄
工

宇
田
川
藤
四
郎

重
次

銘
文
に
見
る
限
り
「
清
揚
院
」
を
直
接
に
示
す
刻
銘
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
情
報
を

頂
い
た
時
に
、
既
に
今
井
様
が
推
測
さ
れ
て
い
た
様
に
「
笠
の
葵
紋

「
増
上
寺

「
銘

」

」

に
刻
ま
れ
た
奉
献
の
年
月
日

「
奉
献
し
た
大
名
の
家
格
」
か
ら
清
揚
院
の
三
十
三
回

」
、

忌
に
献
納
さ
れ
た
銅
燈
籠
に
間
違
い
有
り
ま
せ
ん
。

前
回
に
ご
紹
介
し
た
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
尾
張
家
献
納
の
清
揚
院
銅
燈
籠
に
も

「
清
揚
院
源
公
霊
廟
前
庭
」
と
い
う
言
わ
ば
場
所
の
記
述
が
有
る
だ
け
で
、
将
軍
霊
廟
に

献
納
さ
れ
た
銅
燈
籠
の
よ
う
に
「
清
揚
院
殿

尊
前
」
と
い
う
対
象
者
に
対
す
る
記
述
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
注
意
し
て
良
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ミ
ラ
ノ
燈
籠
に
何
故

「
清
揚
院
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
か
と
言
う
こ
と
も
今
後
考
え
て
見
る
必
要
が
有
る

と
思
い
ま
す
。
石
燈
籠
の
方
は
全
て
「
清
揚
院
殿

尊
前
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

次
に
こ
の
燈
籠
が
清
揚
院
霊
廟
の
中
で
ど
の
様
に
、
他
の
灯
籠
と
共
に
並
べ
ら
れ
て
い

た
の
か
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

傳
通
院
か
ら
増
上
寺
へ
改
葬
さ
れ
た
宝
永
二
年
銘
の
石
燈
籠
は
、
狭
山
山
不
動
寺
、
塩

山
の
恵
林
寺
、
小
川
の
大
聖
寺
の
三
寺
院
に
六
大
名
計
十
二
基
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
六

大
名
が
そ
れ
ぞ
れ
兩
基
献
納
し
て
い
て
、
対
の
儘
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

松
平
（
柳
沢
）
美
濃
守
吉
保

(

側
用
人

大
老
格)

－

写真 銅燈籠下竿刻銘7写真 銅燈籠下竿刻銘8



稲
葉
丹
後
守
正
通
（
正
往
）

（
老
中

年

年
）

1701
1707
－

松
平
伊
賀
守
忠
栄
（
忠
周
）

（
老
中

年

年
）

1699
1707
－

小
笠
原
佐
渡
守
長
重

（
老
中

年

年
）

1697
1705
－

阿
部
飛
彈
守
正
喬

（
側
用
人

年

年
）

1705
1709
－

松
平
右
京
大
夫
輝
貞

（
側
用
人

年

年
）

1694
1709
－

の
六
名
で
何
れ
も
将
軍
側
近
、
幕
府
の
役
職
者
で
す
。

と
こ
ろ
で
前
に
ご
紹
介
し
た
『
鈴
木
修
理
日
記
』
の
宝
永
二
年
十
月
五
日
の
記
録
に

晴

十
月
五
日

乙

未

。

一
対
馬
守
殿
御
渡
候
書
付

江

桂
昌
院
様
御
仏
殿

大
久
保
加
賀
守

弐
基

、

、

。

是
ハ
自
分

而
御
申
付
候

大
サ
被
承
合

可
有
之
候

左
様
心
得
可
被
申
候

ニ

ニ

井
上
河
内
守

弐
基壱

ツ
ハ
最
善
ゟ
御
申
付
候
、
今
一

候
間
、
其
方
ニ
而
御
申
付
候
様
御
頼

。

ツ

ミ

ニ

松
平
伊
賀
守

弐
基

。

是
ハ
右
京
大
夫
殿
通
ニ
、
其
方
へ
御
頼
候
由
ニ
候

守

壱
基

久
世
讃
岐

。

是
ハ
最
前
ゟ
御
頼
置
候
由
ニ
候

江

清
揚
院
様
御
仏
殿

大

守

弐
基

久
保
加
賀守

弐
基

井
上
河
内

。

是
ハ
上
総
介
方
ヘ
御

候

頼
之
事

守

弐
基

松
平
伊
賀

。

是
ハ
其
方

京

へ
御
頼
候
由
ニ
候
、
右

大
夫
殿
通
り
ニ
御
申
付
可
有
之
候

。

一
越
前
守
殿
ゟ
御
手
紙

、

如
此
、
大
久
保

故
、

加
賀
守
殿
ゟ
申
来
候

申

此
通
御

間

返
答

遣
候
間
、
弥
無
手

メ

加
賀
守
殿
御

御

献
上
之
御
灯
籠
も
御
申
付
、
銘
文
も

伺
可
有
之
候
、
書
面
書
留

守

追

弥

而
御
返
し
可
被
成
候
、
河
内

候

守

候

和

殿
も
、

弐
基
申
付

様
被
仰
聞

、
大

。

殿

候

ゟ
も
壱
基
御
頼

由
被
仰
越
候
間
、
弥
御

候

申
付

之

可
有

、
以
上

守

十
月
五
日

曲
淵
越
前

様

鈴
木
修
理

と
有
り
ま
す
。
こ
こ
で
久
世
讃
岐
守
と
有
る
の
は
久
世
大
和
守
の
事
で
、
宝
永
元
年
十

月
九
日
に
寺
社
奉
行
兼
任
し
た
時
に
讃
岐
守
と
な
り
、
宝
永
二
年
十
月
二
十
一
日
に
若
年

寄
に
進
ん
だ
後
に
大
和
守
に
改
め
て
い
ま
す
。
こ
の
記
録
で
見
る
限
り
大
久
保
加
賀
守
、

、

、

、

、

井
上
河
内
守

松
平
伊
賀
守

松
平
右
京
大
夫
が
そ
れ
ぞ
れ
二
基

久
世
大
和
守
が
一
基

曲
淵
越
前
守
か
ら
鈴
木
修
理
を
通
じ
て
燈
籠
を
制
作
さ
せ
て
献
納
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

と
こ
ろ
が
現
在
ま
で
の
所
大
久
保
加
賀
守
、
井
上
河
内
守
、
久
世
大
和
守
の
宝
永
二
年

銘
の
石
燈
籠
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
、
次
に
記
載
す
る
よ
う
に
、
宝
永

七
年
銘
の
も
の
が
同
じ
基
数
で
残
っ
て
い
ま
す
。
重
複
す
る
こ
と
を
避
け
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

宝
永
七
年
の
清
揚
院
三
十
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
何
基
の
燈
籠
が
寄
進
さ
れ
た
か
は
判
っ

て
い
ま
せ
ん

『
文
昭
院
殿
御
実
紀
』
に
は
宝
永
七
年
閏
八
月
二
十
六
日
の
記
事
に

。

諸
老
臣
よ
り
。

清
揚
院
廟
廷
に
香
火
の
具
を
獻
備
す
。

の
記
述
が
有
る
ば
か
り
で
す
。

今
残
さ
れ
て
い
る
燈
籠
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
徳
川
綱
重
の
も
う
一
人
の
息
子
で
有

る
松
平
清
武
が
献
納
し
た
物
も
含
め
て
十
四
大
名
二
十
一
基
、
不
明
一
基
の
二
十
二
基
と

な
り
ま
す
。

松
平
出
羽
守
清
武

従
四
位
下
侍
従

兩
基

松
平
讃
岐
守
頼
豊

従
四
位
下
左
近
衛
権
少
将

兩
基

松
平
肥
後
守
正
容

従
四
位
下
侍
従
左
少
将

兩
基

土
岐
伊
予
守
頼
殷

従
四
位
下

兩
基

井
伊
掃
部
頭
直
恒

従
四
位
下
侍
従

兩
基

井
上
河
内
守
正
岑

従
四
位
下
侍
従

兩
基
（
老
中

年

年
）

1705
1722
－

大
久
保
加
賀
守
忠
増

従
四
位
下
侍
従

兩
基
（
老
中

年

年
）

1705
1713
－

（

）

松
平
紀
伊
守
信
庸

従
四
位
下
侍
従

兩
基(

京
都
所
司
代

年

年

1697
1714
－

秋
元
但
馬
守
喬
朝(

喬
知)

従
四
位
下
侍
従

兩
基
（
老
中

年

年)
1699

1707
－

土
屋
相
模
守
政
直

従
四
位
下
侍
従

兩
基

（
老
中

年

年
）

1687
1718
－

永
井
伊
豆
守
直
敬

従
五
位
下

一
基
（
若
年
寄

年

年
）

1704
1711
－

久
世
大
和
守
重
之

従
五
位
下

一
基
（
若
年
寄

年

年
）

1705
1713
－

加
藤
越
中
守
明
英

従
五
位
下

一
基
（
若
年
寄

年

年
）

1690
1711
－

大
久
保
長
門
守
教
重(

教
寛)

従
五
位
下

一
基
（
若
年
寄

年

年
）

1706
1723
－

で
す
か
ら
先
の
宝
永
二
年
銘
の
十
二
基
を
含
め
て
少
な
く
と
も
三
十
四
基
の
石
燈
籠
が

。

、

清
揚
院
霊
廟
に
献
納
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
尾
張
家
銅
燈
籠

そ
れ
に
今
回
の
ミ
ラ
ノ
の
前
田
家
燈
籠
も
そ
れ
ぞ
れ
宝
永
七
年
銘
で
す
の
で
、
三
十
三
回



忌
に
合
わ
せ
て
霊
廟
内
の
整

備
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

名
前
を
列
挙
し
た
だ
け
で

は
ど
の
様
な
大
名
が
燈
籠
を

献
納
し
、
ど
の
様
な
大
名
が

献
納
し
な
か
っ
た
か
が
明
白

に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ほ

ぼ
同
時
期
宝
永
六
年
一
月
十

二
日
に
亡
く
な
っ
た
徳
川
綱

吉
の
常
憲
院
霊
廟
の
燈
籠
配

置
か
ら
そ
の
足
し
引
き
を
見

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の

『

』

上
野
東
叡
山
燈
篭
建
場
圖

か
ら
勅
額
門
内
の
燈
籠
配
置

を
示
し
た
物
が
図

で
す
。

2

勅
額
門
の
外
側
に
は
石
燈
籠
が
並
べ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
勅
額
門
内
に
献
納
さ
れ
た
燈
籠
は
全

て
銅
燈
籠
で
す
。
勅
額
門
内
側
の
左
右
が
前
田

加
賀
守
の
燈
籠
（
青
色
で
示
し
て
い
ま
す

。
正

）

面
拝
殿
の
唐
門
左
右
に
御
三
家
が
二
基
ず
つ
献

納
し
て
い
ま
す
。
唐
門
前
に
燈
籠
を
献
納
し
て

い
る
の
は
、
上
杉
、
伊
達
、
細
川
等
の
国
持
大

名
を
初
め
十
万
石
以
上
の
大
名
、
従
四
位
以
上

の
官
爵
を
持
つ
大
名
達
、
そ
の
家
格
に
該
当
す

る
大
名
家
の
隠
居
で
す
。
先
の
現
存
す
る
清
揚

院
霊
廟
石
灯
籠
の
奉
献
者
名
簿
か
ら
言
え
ば
稲

葉
丹
後
守
正
通
、
松
平
伊
賀
守
忠
栄
、
阿
部
飛

彈
守
正
喬
、
松
平
右
京
大
夫
輝
貞
で
何
れ
も
綱

吉
政
権
に
お
け
る
老
中
、
側
用
人
を
勤
め
て
い
ま
す
。
松
平
出
羽
守
清
武
も
一
基
献
納
し

て
い
ま
す
（
緑
色
で
示
し
て
い
ま
す

。
）

奥
院
拝
殿
前
に
は
十
五
名
の
大
名
が
献
納
し
て
い
ま
す
が
、
松
平
肥
後
守
正
容
、
松
平

讃
岐
守
頼
豊
、
井
伊
掃
部
頭
直
恒
、
土
屋
相
模
守
政
直
、
小
笠
原
佐
渡
守
長
重
、
秋
元
但

馬
守
喬
朝
、
大
久
保
加
賀
守
忠
増
、
井
上
河
内
守
正
岑
、
松
平
（
柳
沢
）
美
濃
守
吉
保
、

御
手
水
処

鐘
楼

御
唐
門

松
平
加
賀
守

細 川 越 中 守

井 伊 掃 部 頭

松 平 讃 岐 守

松 平 肥 後 守

土
屋
相
模
守

小
笠
原
佐
渡
守

秋
元
但
馬
守

本
多
伯
耆
守

大
久
保
加
賀
守

井
上
河
内
守

間
部
越
前
守

土
岐
伊
豫
守

松
平
美
濃
守

松
平
紀
伊
守

牧
野
大
夢

大
久
保
杢
入

水
戸
様

紀
州
様

尾
張
様

水
戸
様

紀
州
様

尾
張
様

井

御
佛
殿

御
廟

常
憲
院
殿

黒 田 豊 前 守

土 井 周 防 守

酒 井 修 理 大 夫

松
平
和
泉
守

奥
平
大
膳
大
夫

牧
野
駿
河
守

水
野
隼
人
正

戸澤上総介
戸田大炊頭

松平上総介

松平越前守

松平伯耆守

松平外記

稲葉内匠頭

井伊右衛門大夫

松平市正

稲 葉 丹 後 守

阿 部 飛 騨 守

松 平 甲 斐 守

松 平 丹 後 守

松 平 大 和 守

藤 堂 和 泉 守

有 馬 玄 蕃 頭

酒 井 左 衛 門 佐

酒 井 雅 楽 頭

榊 原 式 部 大 輔

松 平 伊 賀 守

松 平 右 京 大 夫

松 平 飛 騨 守

松 平 陸 奥 守

松 平 淡 路 守

小 笠 原 右 近 将 監

松
平
加
賀
守

堀田伊豆守

南部信濃守

真田伊豆守

戸田采女正

松平越中守

佐竹大膳大夫

上杉民部大輔

中
川
因
幡
守

牧
野
大
学

松
平
遠
江
守

松平下総守

松平庄五郎

松平安藝守

松平民部大輔

松平長門守

松平伊豫守

松平薩摩守

酒井勘解由

伊 達 遠 江 守 丹 羽 左 京 大 夫

立 花 飛 騨 守

松 平 兵 部 大 輔

松 平 左 京 大 夫

松 平 攝 津 守

松 平 出 雲 守

織 田 越 前 守

松 平 大 学 頭

宗 対 馬 守

本 多 信 濃 守

松 平 中 務 大 輔

松 平 豊 後 守

松 平 左 兵 衛 督

松 平 大 膳 大 夫

松 平 出 羽 守

松
平
土
佐
守

松平右衛門督

松 平 伊 豆 守

松平隠岐守

松平肥前守

松平越後守

阿 部 對 馬 守

紀
伊
中
納
言

水
戸
中
納
言

尾
張
中
納
言

御
廊
下

紀
伊
中
納
言

水
戸
中
納
言

尾
張
中
納
言

御
拝
殿

勅
額
御
門

内
藤
能
登
守

御
拝
殿

図2 常憲院霊廟勅額門内燈籠配置

国持大名･侍従･従4位以上

将軍近臣

10万石以下
井 伊 掃 部 頭

松 平 讃 岐 守

松 平 肥 後 守

土
屋
相
模
守

小
笠
原
佐
渡
守

秋
元
但
馬
守

本
多
伯
耆
守

大
久
保
加
賀
守

井
上
河
内
守

間
部
越
前
守

牧
野
大
夢

大
久
保
杢
入

御
拝
殿

松
平
美
濃
守

松
平
紀
伊
守

土
岐
伊
豫
守

図3 常憲院奥院拝殿前拡大図

松
平
紀
伊
守
信
庸
、

土
岐
伊
予
守
頼
殷
が

該
当
し
ま
す

（
図

。

拡
大
図
に
赤
字
で

3示
し
て
い
ま
す

）
。

そ
の
中
で
も
松
平
肥

、

、

後
守

松
平
讃
岐
守

井
伊
掃
部
頭
は
溜
間

定
席
で
極
官
が
中
将

の
家
格
を
持
つ
大
名

家
で
す
。

間
部
越
前
守
は
家

宣
政
権
で
の
側
用
人

で
す
の
で
、
綱
吉
と

の
深
い
繋
が
り
は
有

り
ま
せ
ん
が
、
本
多

伯
耆
守
は

年

1704

年
ま
で
老
中
職
で
、
桂
昌
院
霊
牌
所
に
は
石
燈
籠
を
献
納
し
て
い
ま
す
の
で
、

1711
－

恐
ら
く
清
揚
院
霊
廟
に
も
燈
籠
を
献
納
し
て
い
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
勅
額
門
内
に
燈
籠
を
献
納
す
る
家
格
の
大
名
の
内
、
幕
府
の
役
職
に

有
っ
た
者
だ
け
が
燈
籠
を
献
納
し
て
い
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
清
揚
院
霊
廟
に
燈
籠
を
献

納
し
た
大
名
の
う
ち
永
井
伊
豆
守
直
敬
、
久
世
大
和
守
重
之
、
加
藤
越
中
守
明
英
、
大
久

保
長
門
守
教
重
は
従
五
位
下
で
十
万
石
以
下
で
す
の
で
将
軍
霊
廟
で
は
そ
も
そ
も
勅
額
門

内
に
燈
籠
を
献
納
出
来
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
久
世
大
和
守
は
下
総
関
宿
藩
五
万
石
で

す
の
で
石
燈
籠
二
基
、
永
井
伊
豆
守
直
敬
、
大
久
保
長
門
守
教
重
、
加
藤
越
中
守
明
英
は

五
万
石
以
下
で
す
の
で
石
燈
籠
一
基
づ
つ
を
勅
額
門
外
に
献
納
し
て
い
ま
す
。

次
に
ど
こ
に
燈
籠
が
配
置
さ
れ
て
い
た
か
を
陸
軍
参
謀
本
部
測
量
局
が
作
製
し
た
『
五

千
分
一
東
京
図
測
量
原
図
』
で
確
認
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
揚
院
霊
廟
内
に
は×

印
で
燈
籠
が
描
か
れ
て
い
て
、
拝
殿
前
は
黒
色
、
勅
額
門
内
と

奥
院
に
赤
色
の
燈
籠
位
置
が
記
さ
れ
て
い
ま
す

（
地
図
の
記
号
と
し
て
は
層
塔

と

。

な
っ
て
い
ま
す
が×

の
よ
う
に
見
え
ま
す

）
拝
殿
前
の
燈
籠
は
他
の
将
軍
霊
廟
の
燈
籠

。

の
配
置
か
ら
考
え
て
も
御
三
家
の
銅
燈
籠
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
じ
く
前
田
家
の
献
納
し
た

銅
燈
籠
は
、
図
か
ら
は
窺
え
ま
せ
ん
が
、
過
去
の
霊
廟
へ
の
配
置
か
ら
見
て
勅
額
門
内
側

左
右
で
有
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
伺
候
席
は
大
廊
下
下
之
部
屋
、
無
官
で
も
中
将
の
上
席

と
い
う
家
格
で
す
。
当
時
越
前
松
平
家
が
家
格
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
前
田
家
は

図 五千分一東京図測量より4
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御
三
家
に
次
ぐ
家
格
を
持
っ
て
居
ま
し
た
。
今
図

に
緑
色
の
丸
で
示
し
て
お
き
ま
す
。

4

三
十
四
基
の
石
燈
籠
の
う
ち
奥
院
に
何
基
置
か
れ
て
居
た
か
は
判
り
ま
せ
ん
が
、
柳
沢

吉
保
の
燈
籠
を
含
め
て
宝
永
二
年
銘
の
燈
籠
は
こ
の
位
置
に
あ
っ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
空
襲
で
被
災
し
た
増
上
寺
の
姿
を
写
し
た
写
真
が
あ
り
ま
す
。
米
軍
が
昭
和

二
十
二
年
に
撮
影
し
た
航
空
写
真
で
す
。
こ
の
写
真
の
清
揚
院
霊
廟
の
辺
り
を
拡
大
し
た

物
が
写
真

で
す
。
霊
廟
建
物
は
既
に
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
奥
院
の
部
分
だ
け
が
再
整
備

9

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

図

と
地
盤
部
分
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
の
は
、
戦
時
中
に
山
内
の
丸
山
に
高
射
砲

4

陣
地
が
有
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
奥
院
の
恐
ら
く
円
墳
状
に
な
っ

て
い
た
部
分
を
簡
単
な
障
壁
で
囲
っ
て
そ
の
外
側
に
石
燈
籠
が
綺
麗
に
並
ん
で
い
る
の
が

判
り
ま
す
。
そ
の
数
は
三
十
五
、
六
基
で
す
。
つ
ま
り
現
在
残
さ
れ
て
い
る
清
揚
院
石
燈

籠
と
ほ
ぼ
同
数
の
燈
籠
が
そ
こ
に
有
っ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
幸
い
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

や
ミ
ラ
ノ
の
銅
燈
籠
は
明
治
の
中
頃
に
海
を
渡
っ
て
い
た
の
で
、
増
上
寺
の
多
く
の
銅
燈

籠
が
焼
失
し
た
後
も
、
在
り
し
日
の
姿
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
桂
昌
院
銅
燈
籠

次
に
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
西
村
曜
子
先
生
か
ら
ご
報
告
を
頂
き
ま
し
た
桂
昌
院
の

銅
燈
籠
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
西
村
先
生
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
写
真
の
燈

籠
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
博
物
館
の
中
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
も
う
一
基
同
じ
銘

文
の
燈
籠
が
倉
庫

に
保
管
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
燈

籠
が
何
時
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
大
に
も

た
ら
さ
れ
た
か
は

不
明
で
す
が
、
西

村
先
生
に
依
れ
ば

「
こ
の
二
つ
の
銅

燈
籠
は
第
二
次
大

1930

戦
よ
り
も
前
、

年
ご
ろ
に
は
幣
館

が
既
に
所
蔵
し
て

1932

い

た

写

真(

写真 ペンシルベニア大学銅燈籠10

年)

が
残
っ
て
お
り
ま
す

」
と
の
こ
と
で
す
。

。

西
村
先
生
か
ら
頂
い
た
燈
籠
の
銘
文
写
真
は
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
お
許
し
を

頂
い
て
掲
載
し
て
お
き
ま
す
。

從
四
位
下
行
近
衞
權
少
將
兼
美

濃
守

甲
斐
國
主
源
朝
臣
松
平
吉
保

御
鑄
工

椎
名
伊
豫
重
休

奉
獻

武
州
増
上
寺

桂
昌
院
殿
尊
前

銅
燈
臺
二
基

寳
永
二
年
乙
酉
六
月
廿
二
日

宝
永
二
年
に
柳
沢
美
濃
守
吉
保
が
桂
昌
院
霊
牌
所
に
奉
献
さ
れ
た
銅
燈
籠
に
間
違
い
は

無
く
、
柳
沢
家
の
記
録
で
あ
る
『
楽
只
堂
年
録
』
に
銘
文
の
記
載
が
有
る
こ
と
も
西
村
先

生
よ
り
ご
指
摘
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
連
絡
を
頂
い
た
当
時
『
楽
只
堂
年
録
』
の
関
連
の
部
分
は
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
や

写真 下竿刻銘11
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っ
と
昨
年
の
暮
れ
に
な
っ
て
『
楽
只
堂
年
録

第
六

（
史
料
纂
集

八
木
書
店

平
成

』

年

月)

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
書
き
抜
い
て
み
ま
す
。

29

12
宝
永
三
年
正
月
廿
二
日

一
、
桂
昌
院
様
の
御
廟
所
の
前
に
、
銅
燈
臺
二
基
を
、
今
日
建
つ
、
件
の
燈
臺
に
彫
り
付

た
る
詞
、
爰
に
記
す
、

奉
獻

武
州
增
上
寺

桂
昌
院
殿

尊
前

從
四
位
下
行
左
近
衞
權
少
將
兼
美
濃
守

銅
燈
臺
二
基

甲
斐
國
主
源
朝
臣
松
平
吉
保

寶
永
二
年
乙
酉
六
月
廿
二
日

十

も
う
一
つ
『
楽
只
堂
年
録
』
に
は
燈
籠
銘
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
宝
永
二
年

の
記
録
で
、

月
六
日

臣
燈
臺
を
献
す
る
に
、
老
中

一
、
今
度
、
桂
昌
院
様
・
清
楊

諸

院
様
の
、
兩
御
佛
殿
へ
、

は
、
何
の
所
の
城
主
と
署
名
す
る
に
よ
り
て
、
吉
保
か
事
を
は
、
甲
斐
國
主
と
記
す
べ
き

や
と
、
林
大
學
頭
信
篤(

鳳
岡)

よ
り
尋
し
を
、
自
分
に
は
い
ひ
か
た
し
、
上
意
を
伺
ひ
、

城
主
と
記
し
然
ら
ん
か
、
と
申
達
し
言
上
し
ぬ
れ
は
、
國
主
と
記
す
べ
き
よ
し
を
仰
出
さ

る
、と

あ
り
、
柳
沢
吉
保
が
ど
の
様
な
称
号
で
燈
籠
を
献
上
す
る
の
か
林
大
学
頭
信
篤
よ
り

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
上
意
を
伺
っ
て
国
主
と
記
す
る
こ
と
の
お
許
し
を

頂
い
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
清
揚
院
燈
籠
に
つ
い
て
は

十
一
月
十
一
日

一
、
清
楊
院
様
の
御
佛
殿
の
前
に
、
石
燈
臺
二
基
を
、
今
日
建
つ
、
件
の
燈
臺
に
彫
り
付

た
る
詞
、
爰
に
記
す
、

奉
獻
石
燈
臺
、
兩
基
、

增
上
寺
、

清
楊
院
殿

尊
前

寶
永
二

年
十
月
十
四
日

乙
酉

從
四
位
下
左
少
將
兼
美
濃
守
甲
斐
國
主

松
平
吉
保

と
あ
り
、
桂
昌
院
の
銅
燈
籠
に
刻
ま
れ
た
と
ほ
ぼ
同
じ
銘
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
参
考

ま
で
に
狭
山
山
不
動
寺
に
移
設
さ
れ
て
い
る
柳
沢
吉
保
の
清
揚
院
殿
奉
獻
燈
籠
の
銘
は

奉
獻
石
燈
臺
兩
基

增
上
寺

清
揚
院
殿

尊

清
揚
院
殿

前

寳
永
二

年
十
月
十
四
日

乙
酉

從
四
位
下
左
少
将
兼
美
濃
守
甲
斐
國
主

松
平
吉
保

と
な
っ
て
お
り

『
楽
只
堂
年
録
』
の
記
述
の
正
確
さ
が
判
り
ま
す
。

、

西
村
先
生
か
ら
の
お
尋
ね
は
写
真

に
見
ら
れ
る
銅
燈
籠
の
笠
に
付
け
ら
れ
た
紋
の
事

10

で
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
不
動
寺
に
移
さ
れ
た
桂
昌
院
宝
塔
に
付
け
ら
れ
て
い
た
紋
が

実
は
「
輪
宝
」
模
様
で
あ
り

『
鈴
木

、

修
理
日
記
』
に
よ
り
、
葵
紋
が
取
り

外
さ
れ
て
付
け
替
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
、
前
に
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た

（

増
上
寺
徳
川
霊
廟
の
風
景

。
『

(
)

）
』

10

ま
た

『
幕
末
明
治
期
写
真
資
料
目
録
Ⅰ
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
写
真
か
ら
墓
所
の
ど

、

の
位
置
に
柳
沢
吉
保
の
銅
燈
籠
が
建
て
ら
れ
て
い
た
か
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
そ
も
そ
も
ど
の
様
な
身
分
の
人
間
が
燈
籠
を
奉
献
し
た
の
か
？
そ
の
全
体
像
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

桂
昌
院
の
霊
牌
所
に
は
十
八
名
の
大
名
と
一
名
の
旗
本
か
ら
合
計
三
十
基
の
燈
籠
が
献

納
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
の
調
査
で
二
十
五
基
の
完
型
の
燈
籠
と
三
基
の
火
袋
に
代

用
さ
れ
た
竿
の
部
分
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
竿
の
銘
に
は
献
納
さ
れ
た
燈
籠
の
基
数
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
合
計
か
ら
少
な
く
と
も
三
十
基
の
燈
籠
が
献
納
さ
れ
た
こ

写真 桂昌院墓所14
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と
が
判
り
ま
す
。

牧
野
周
防
守
康
重

一
基

本
庄
宗
資
の
五
男

牧
野
家
養
子

松
平
豊
後
守
資
俊

一
基

本
庄
宗
資
の
二
男

浜
松
藩
主

本
庄
宮
内
少
輔
道
章

一
基

本
庄
道
芳
の
孫

初
代
岩
瀧
藩
主

一
基

本
庄
資
俊
の
二
男

初
代
高
森
藩
主

松
平
内
膳
正
宗
長

富
田
甲
斐
守
知
郷

一
基

本
庄
宗
資
の
四
男

中
奥
の
御
小
姓
か
ら
寄
合
七
千
石

大
久
保
隠
岐
守
忠
増

両
基
（
老
中

年

年
）

1705
1713
－

土
屋
相
模
守
政
直

両
基
（
老
中

年

年
）

1687
1718

－

稲
葉
丹
後
守
正
通(

正
往)
両
基
（
老
中

年

年
）

1701
1707

－

秋
元
但
馬
守
喬
朝(

喬
知)

両
基
（
老
中

年

年
）

1699
1707

－

本
多
伯
耆
守
正
永

両
基
（
老
中

年

年
）

1704
1711

－

小
笠
原
佐
渡
守
長
重

両
基
（
老
中

年

年
）

1697
1705

－

松
平
右
京
大
夫
輝
貞

両
基
（
側
用
人

年

年
）

1694
1709
－

松
平
伊
賀
守(

忠
栄)

忠
周

両
基
（
側
用
人

年

年
）

1705
1709

－

松
平
遠
江
守
忠
喬

両
基

桂
昌
院
仏
殿
造
営
奉
行

井
上
河
内
守
正
岑

基
数
不
明
（
老
中

年

年
）

1705
1722

－

黒
田
豊
前
守
直
邦

一
基

綱
吉
の
御
小
姓

日
立
下
館
藩

神
田
館
家
臣
よ
り

稲
垣
對
馬
守
重
富

一
基
（
若
年
寄

年

年
）

1699
1709
－

永
井
伊
豆
守
直
敬

一
基
（
若
年
寄

年

年
）

1704
1711
－

久
世
大
和
守
重
之

一
基
（
若
年
寄

年

年
）

1705
1713
－

で
す
。
勿
論
銅
燈
籠
は
有
り
ま
せ
ん
。

本
庄
の
家
の
者
が
五
名
、
い
ず
れ
も
一
基
づ
つ
燈
籠
を
奉
献
し
て
お
り
後
は
幕
府
の
役

職
者
で
す
。
七
千
石
の
寄
合
、
富
田
甲
斐
守
知
郷
が
墓
前
に
石
燈
籠
を
奉
献
し
て
い
る
の

は
本
庄
一
族
の
一

人
と
は
言
え
や
は

り
異
例
の
こ
と
に

思
わ
れ
ま
す
。

で
は
こ
れ
ら
の

燈
籠
は
ど
の
様
に

霊
牌
所
に
配
置
さ

れ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
？
再
び
明

治
十
七
に
陸
軍
参

謀
本
部
測
量
局
が

作
製
し
た
『
五
千

図 五千分一東京図測量原図より5

分
一
東
京
図
測
量
原
図
』
で
位
置
を
確
認
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

図

は
桂
昌
院
霊
牌
所
の
部
分
を
拡
大
し
て

5

表
示
し
て
い
ま
す
。
赤
い
丸
で
囲
ん
だ
部
分
が

桂
昌
院
の
墓
所
で
、
墓
所
の
前
左
右
に
燈
籠
を

示
す×

印
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
左
右
の×

印
が
柳
沢
吉
保
の
銅
燈
籠
の
位

置
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
三
十
基
余

の
石
燈
籠
は
拝
殿
前
の×

印
と
し
て
表
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
勿
論
全
て
を
表
示
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

写
真

は
戦
前
の
絵
葉
書
に
映
し
出
さ
れ
た

14

桂
昌
院
墓
所
の
解
体
前
の
写
真
で
す
が
、
墓
所

の
前
に
石
燈
籠
が
左
右
に
並
ん
で
い
る
の
が
見

ら
れ
ま
す
。
勿
論
こ
の
時
期
に
は
銅
燈
籠
は
撤

去
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
こ
の
石
燈
籠
の
配

置
が
、
桂
昌
院
霊
牌
所
建
物
の
撤
去
・
競
売
後

の
霊
廟
域
の
整
備
に
よ
り
動
か
さ
れ
た
物
で
あ

る
か
ど
う
か
は
判
り
ま
せ
ん
。

さ
て
こ
こ
で

私

た
ち
は
、
も

う
一
度
桂
昌
院

宝
塔

に
付
け
ら

れ
て
い
た
葵
の

ご
紋
の
撤
去
、

輪

宝
模
様
へ
の

付
け
替
え
に
つ

い

て
考
え
な
く

て
は
成
り
ま
せ

ん
。ペ

ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
の
西

村
先
生
か
ら
ご

提
供
頂
い
た
写

真

に
見
ら
れ
る

写真 ペンシルベニア大銅燈籠笠15
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よ
う
に
笠
と
中
台
に
は
輪
宝
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
宝
塔
の
葵
紋
が
取
り
払

わ
れ
た
と
同
時
に
、
輪
宝
に
変
え
ら
れ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
そ
の
経
緯
を

『
楽
只
堂
年
録
』
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
石
燈
籠
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
私
が
確
認
し
た
石
燈
籠
の
内
、
完
型
で
残
さ
れ
て
い
る
の
は
二
十
五
基
で
す
が
、

そ
の
内
葵
紋
を
付
け
て
い
る
の
が
十
三
基
、
紋
の
無
い
の
が
十
二
基
で
し
た
。
実
は
今
回

こ
の
項
を
書
く
に
当
た
り
近
く
に
あ
る
桂
昌
院
の
石
燈
籠
を
調
べ
直
し
て
み
た
の
で
す

が
、
清
瀬
市
に
あ
る
円
福
寺
で
有
る
事
に
気
づ
き
ま
し
た
。
円
福
寺
に
は
桂
昌
院
二
基
、

文
昭
院
一
基
、
有
章
院
一
基
が
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
桂
昌
院
燈
籠
の
二
基
の
内
一
基

が
無
紋
、
一
基
が
葵
紋
の
笠
を
付
け
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
同
時
に
移
築
さ
れ
た
有
章
院

の
笠
が
無
紋
な
の
で
す
。
こ
の
時
期
将
軍
家
霊
廟
に
献
納
さ
れ
た
燈
籠
の
笠
が
無
紋
で
あ

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
増
上
寺
か
ら
一
時
的
に
移
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い

た
下
山
口
の
西
武
球
場
敷
地
か
ら
運
び
出
さ
れ
、
円
福
寺
で
組
み
直
さ
れ
た
と
き
に
笠
が

入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

西
武
球
場
と
道
路
を
隔
て
て
反
対
側
に
あ
る
狭
山
山
不
動
寺
に
は
十
一
基
の
桂
昌
院
燈

籠
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
内
九
基
が
無
紋
、
二
基
が
葵
紋
な
の
も
、
移
築
の
際
に
取
り

違
い
が
起
こ
り
に
く
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
恐
ら
く
桂
昌
院
に
奉
献
さ
れ
た

石
燈
籠
に
も
葵
紋
は
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
『
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
の
風
景(

)

』
で
保
留
に
し
て
い
た
燈
籠
の
高
さ
に

10

つ
い
て
考
察
し
て
み
ま
す
。
稲
垣
對
馬
守
か
ら
曲
淵
越
前
守
へ
の
指
示
を
も
う
一
度
書
き

抜
い
て
お
き
ま
す
。

十
月
廿
六
日

丙
辰

晴
、
曇

曲
淵
越
前
守
殿

御
手
紙
。

ゟ

相
伺
候
へ
ば
、
如
此
付
紙
被
成
被
遣
候
間
、
高
サ
五

御
石
灯
籠
之
義
、
対
馬
守
殿
江

ゝ

ゞ
め
候
様
ニ
御
申
付
可
有
之
候
、
尤
恰

六
寸
ほ
ど
ひ
き
く
、
惣
体
五
六
分
程
石
た

き
ち

(

好)

能
、
相
違
間
違
無
之
様
被
申
付
、
大
帳
ニ
も
右
之
旨
御
留
置
可
有
之
候
、
以
上
。

十
月
廿
六
日

曲
淵
越
前
守

鈴
木
修
理
様

付
紙

五
六
寸
ひ
き
く
可
仕
候
。

ゟ
五
寸
程
ひ
き
く
可
仕
と
奉
存
候
間
、
御

御
石
灯
籠
之
義
、
清
揚
院
様
御
石
灯
籠

内
意
奉
伺
候
、
以
上
。

十
月
廿
四
日

曲
淵
越
前
守

先
に
も
書
き
ま
し
た
が
増
上
寺
の
清
揚
院
霊
廟
へ
奉
獻
さ
れ
た
石
燈
籠
は
、
宝
永
二
年

に
傳
通
院
か
ら
遷
座
し
た
際
の
燈
籠
と
、
三
十
三
回
忌
に
当
た
る
宝
永
七
年
の
燈
籠
と
二

種
類
有
り
ま
す
。

ま
ず
は
桂
昌
院
と
清
揚
院
の
石
燈
籠
が
共
に
移
設
さ
れ
て
い
る
狭
山
山
不
動
寺
の
燈
籠

で
燈
籠
の
高
さ
を
数
字
で
比
較
し
て
み
ま
す
。

不
動
寺
に
は
清
揚
院
の
燈
籠
が
二
十
九
基
有
り
ま
す
が
そ
の
内
宝
永
二
年
の
も
の
は
九

基
で
す
。
桂
昌
院
の
燈
籠
は
十
一
基
に
な
り
ま
す
。

高
さ
に
つ
い
て
は
所
沢
市
教
育
委
員
会
が
平
成
十
五
年
に
刊
行
し
た
『
所
沢
市
石
造
物

調
査
報
告
書

』｢

山
口
・
吾
妻
の
石
造
物｣

に
記
載
が
有
り
ま
す
の
で
そ
の
数
字
を
摘
記

4

し
て
み
ま
す
。

こ
の
比
較
方
法
が
統
計
的
に
正
し
い
か
は
別
と
し
て
、
総
体
で
約
三
㎝
位
の
差
が
出
ま

し
た
か
ら
約
一
寸
ほ
ど
小
さ
い
と
言
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
但
し
前
に
書
き
ま
し
た
よ
う

に
、
増
上
寺
か
ら
運
び
出
さ
れ
た
時
に
は
、
石
燈
籠
は
一
度
解
体
さ
れ
、
西
武
球
場
の
敷

地
で
再
び
組
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
部
材
ご
と
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
り
、
乱
雑
に
放
置

さ
れ
た
物
も
有
り
ま
し
た
。
燈
籠
を
譲
り
受
け
て
搬
出
す
る
際
に
も
、
笠
や
火
袋
は
出
来

る
だ
け
破
損
の
な
い
も
の
を
選
ん
で
積
み
出
し
た
と
い
う
証
言
が
有
り
ま
す
の
で
、
現
在

の
燈
籠
の
部
材
の
組
み
合
わ
せ
は
増
上
寺
で
の
解
体
の
際
の
状
況
を
正
し
く
反
映
し
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
あ
く
ま
で
参
考
と
し
て
示
し
て
お
き
ま

す
。
た
だ
、
私
が
不
動
寺
の
清
揚
院
と
桂
昌
院
の
燈
籠
の
棹
の
部
分
を
計
測
し
て
み
た
と

、

、

、

こ
ろ

約
二
㎝
程
桂
昌
院
の
も
の
が
小
さ
い
の
で

稲
垣
對
馬
守
か
ら
の
指
示
を
受
け
て

棹
の
部
分
を
多
少
削
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
写
真

に
清
瀬
市
の
円
福
寺
に
あ
る
桂

17

清揚院

寄進大名姓名 寸法

山口36-64 松平美濃守吉保 284×124

山口36-65 松平美濃守吉保 286×126

山口36-63 稲葉丹後守正住 286×126

山口36-59 阿部飛彈守正喬 286×124

山口36-60 阿部飛彈守正喬 284×122

山口36-5 松平右京大夫輝貞 284×125

山口36-8 松平右京大夫輝貞 287×126

山口36-47 松平伊賀守忠周 286×124

山口36-49 松平伊賀守忠周 286×126

平均高さ=285.4

桂昌院

山口36-2 稲葉丹後守正住 280×126

山口36-27 稲葉丹後守正住 286×124

山口36-3 松平右京大夫輝貞 282×126

山口36-28 松平右京大夫輝貞 284×125

山口36-24 秋元但馬守喬知 284×124

山口36-25 秋元但馬守喬知 286×126

山口36-4 松平伊賀守忠周 281×126

山口36-14 松平遠江守忠喬 280×124

山口36-23 松平遠江守忠喬 284×126

山口36-26 本多伯耆守正永 284×124

山口36-42 土屋相模守政直 278×140

平均高さ=282.6



昌
院
燈
籠
を
載
せ
て
お

き
ま
す
。
一
族
で
あ
る

本
庄
宮
内
少
輔
道
章
が

奉
献
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
燈
籠
の
形
が
か
な

り
正
確
に
原
型
を
留
め。

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

ミ
ラ
ノ
の
今
井
め
ぐ
み
様
か
ら
最
初
に
お
手
紙
を
頂
い
た
の
が

年
の

月
、
ペ

2015
9

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
の
西
村
曜
子
先
生
か
ら
頂
い
た
の
が

年
の

月
の
こ
と
で
す
。

2016
10

随
分
時
間
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
清
揚
院
、
桂
昌
院
に
つ
い
て
は
燈
籠
だ
け
で
無

く
色
々
な
事
を
学
び
皆
様
に
ご
報
告
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
連
載
の
回
数
も
４

回
に
わ
た
り
ま
し
た
。
長
い
連
載
に
辛
抱
強
く
お
付
き
合
い
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
も
難
波
謙
一
氏
が
全
体
に
細
か
く
目
を
通
し
て
頂
き
、
誤
り
や
判
り
に
く

い
箇
所
を
指
摘
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
井
様
、
西
村
先
生
に
と
っ
て
こ
の
報
告
が
十
分
に
満
足
頂
け
る
結
果
に
な
っ
た
の
か

判
り
ま
せ
ん
が
、
貴
重
な
写
真
や
資
料
を
お
送
り
頂
き
報
告
の
機
会
を
頂
け
た
こ
と
を
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
西
村
先
生
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
の
銅
燈
籠
に
つ
い
て
論
文
を
発
表
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
の
で
、
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

(
)

2018.6.28

写真 桂昌院燈籠(円福寺)17


